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は振り子が反対に揺れたかのように、ラトビア経済はより深刻なマイナス成長に直面している。二〇〇八年 ＧＤＰ成長率がマイナスになったのはエス ニ とラトビアの二カ国だけであったが、二〇〇九年 入ると、ポー ンドを除くすべて 中・東欧諸国がマイナス成長に転じており、特 ラトビアは二〇〇八年にマイナス四・二％、そして二〇〇九年にはマイナス一八・〇％という大幅 マナス成長を記録することになった。　
ラトビアの実質ＧＤＰ成長率を


























五年頃から二〇〇七年にかけては赤字額が急速に増加した。経常収支赤字の主な要因は貿易赤字の拡大にあった。輸出を上回る輸入の増加が続いたため、貿易収支は常に赤字となり、特に二〇〇〇年以降、赤字額は拡大傾向 あった。しかし、二〇〇八年下半期以降、輸入が輸出以上に きく減少したことから、貿易収支の赤字額は大幅な縮小を示しており、これにより二〇〇九年の経常収支は黒字化している。二〇〇七年までの経常収支赤字は資本収支 なかでも投資収支の「その他投資」によって主にファイナンスされ、特に銀行部門の受取超が最も大きくなっていた。しかし、二〇〇八年以降、資本収支は赤字になり、投資収支におけるその他投 とりわけ銀行部門の支払超が大きく っている。　
以上のように、ラトビア経済は
二〇〇七年を境に高成長から 幅なマイナス成長に転じた。高い経済成長を支えた民間消費と投資は幾つかの要因から減退したが、共通の要因として銀行貸付の減少が挙げられる。 また、 対外面からラトビア経済を見る 、高成長期の経常収支赤字は主に銀行部門への
付を通じてファイナンスされていたが、ラトビアが不況に入るのと時期を同じくし 外国資本の流れは反転し、そこでも銀行部門を経由していたことが分かる。 そこで、以下で ラトビアにおける門の特徴につ て検証する。●銀行部門の構造　
初めに、銀行部門の構造につい
て見てみよう。ラトビアの商業銀行は一九九〇年代前半に大幅に増加し一九九〇年の六行からピーク時の一九九三年には六一行まで増加した。その後、一 九五年の銀行危機を経て銀行数は減少し、一九九〇年代末から二〇〇五 にかけては二二、二三行で安定的 推移していたが、ここ数年は外国銀行が支店形態での進出を拡大する傾向にあり、二〇一〇年 点で三〇行となっている。　
国内上位五行の銀行総資産に占
める割合を計算すると 五年から二〇 九年までの平均値は六八・六％になる。この数値は、エストニア（九五・八％）やリトアニア（ 一・二％）よりは低いものの、中・東欧の平均水準（六四・七％）を上回っており、ラトビアでは大規模銀行への集中化が
相対的に進んでいるものと考えられる。　
また、外国銀行の国内銀行総資
産に占め 割合を計算すると、ラトビアでは二〇〇五年から二〇〇九年にかけて六七・九％となっており、中・東欧の平均水準（七五・三％） を下回っていることが分かる。中・東欧諸国の多くは市場経済への移行を開始した一九九〇年代初頭以降、国営だった銀行部門を民営化す 際、様々な形で銀行部門を外国資本に売却し、その結果、この地域では全体的に外国銀行の市場占有率が高くなった。ラトビアでは外国銀行が国内銀行総資産の七割近くを占めているが、他の中・東欧諸国と比べると、地場銀行が比較的高いシェアを保有していることになる。　
最後に、表
1では二〇一〇年時










SEB Banka 14.2 SEB（スウェーデン）
Nordea Bank Finland’s Latvian Branch 10.0 Nordea Bank Finland（フィンランド）
DnB Nord Banka 8.9 DnB Nord Banka（ノルウェー）
Aizkraukles Banka 5.7 ―





傾向にある。 通貨別に分類すると、貸付と預金は双方とも外貨建ての割合が非常 高くなっている。これは、中・東欧諸国の かでは、ラトビアの他、エストニアやリトアニアにも見られる現象である。　
図
3は、貸付残高の内訳を示し
















































































































































































































八年以降、高成長から大幅なマイナス成長という急激な経済変動直面し、厳しい政策対応を迫られてきた。ラトビアは 固定為替制度、正確には ユーロに対して固定水準から上下一・〇％の変動幅を持つ固定為替制度を採用している。また、資本移動の自由化も進められており、 その結果、
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